
 
 

令和 7年 8月 12 日 

令和 7 年度下水道排水設備工事責任技術者試験案内 

 

沖縄県下水道協会が実施する令和 7 年度下水道排水設備工事責任技術者試験について、以

下とおり案内します。 

 

1 試験の申込手続 

 

(1) 受験資格者 

受験資格者は、次のいずれかに該当する者です。 

① 学校教育法(昭和22年法律第26号)による高等学校又は旧中等学校令(昭和18年勅令第36号)

による中等学校以上の学校(以下「高等学校」という。)の土木工学科又はこれに相当する課程を

修了して卒業した者。 

※「これに相当する課程」とは、ア 土木科、農業土木科及び農業工学科 イ 建築科、建築工

学科及び設備工学科 ウ 衛生工学科 エ その他アからウのそれぞれに相当するものとし

て沖縄県下水道協会会長が認める課程 

※必要書類：高等学校の卒業証明書の原本又は卒業証書の写し 

② 高等学校を卒業した者で、排水設備工事又は排水設備工事以外の下水道工事若しくは水道工

事(以下「排水設備工事等」という。)の設計又は施工に関し、1 年以上の実務経験を有する者。 

※必要書類：ア 下水道排水設備工事責任技術者試験受験申請書(以下「受験申請書」という。)

裏面実務経験証明願欄 イ 高等学校の卒業証明書の原本又は卒業証書の写し(実務経験期間

が 1 年以上 2 年未満の場合のみ。2 年以上の場合は必要なし。) 

③ 排水設備工事等の設計又は施工に関し、2年以上の実務経験を有する者。 

 ※必要書類：受験申請書実務経験証明願欄 

④ 学校教育法による専修学校又は各種学校において、土木又はこれに相当する課程を修了した

者、及び職業能力開発促進法(昭和 44 年法律第 64 号)による公共職業訓練施設において配管科

を修了した者。 

※必要書類：卒業証明書の原本若しくは卒業証書の写し又は修了証明書の原本若しくは修了証

書の写し 

⑤ 高等学校を卒業した者で、農(漁)業集落排水施設、コミュニティプラント、合併処理浄化槽等

（以下「農業集落排水施設等」という。）の工事の設計又は施工に関して 1 年以上の実務の経験

を有する者。 

※必要書類：ア 受験申請書裏面実務経験証明願欄 イ 高等学校の卒業証明書の原本又は卒

業証書の写し(実務経験期間が 1年以上 2 年未満の場合のみ。2年以上の場合は必要なし。) 

⑥ 農業集落排水施設等の工事の設計又は施工に関して 2年以上の実務の経験を有する者。 

 ※必要書類：受験申請書裏面実務経験証明願欄 

⑦ 次の合格証明書又は資格者証のいずれかを取得している者。 

・過去に沖縄県下水道協会排水設備工事責任技術者の資格を有していた者 ・管工事施工管理技

士 ・土木施工管理技士 ・給水装置工事主任技術者 ・建築士 ・技術士(上下水道部門）  

・管工事業又は水道施設工事業の監理技術者となり得る資格等を有する者 ・配管技能士 

※必要書類：合格証明書又は資格者証の写し 

※ 実務経験については、別紙「実務経験の証明について」を確認してください。 

 

(2) 試験の申込受付から下水道排水設備工事責任技術者証交付までの流れ 

下水道排水設備工事責任技術者試験(以下「試験」という。)の申込受付期間 8 月 18 日

(月)～8 月 29 日(金)⇒試験 11 月 3 日(月曜日・祝日)⇒合否通知 11 月下旬予定⇒登録申

請受付期間 12 月上旬～中旬予定⇒下水道排水設備工事責任技術者証(以下「責任技術者
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証」という。)の交付 1 月中旬予定 

 

(3) 受験申請書等配付期間及び申込受付期間 

受験申請書等配付期間 令和 7 年 8月 12 日(火)～令和 7 年 8 月 29 日(金) 

申込受付期間    令和 7 年 8 月 18 日(月)～令和 7 年 8 月 29 日(金) 
※受験申請書等は、沖縄県下水道協会会員市町村(以下「市町村」という。)の下水道排

水設備工事責任技術者(以下「責任技術者」という。)担当課にて受け取ってください。

市町村の開庁日時については、市町村に確認してください。 

 

(4) 申込方法 

受験申請書(添付書類を含む。)及び下水道排水設備工事責任技術者試験受験票(以下「受

験票」という。)を、申込受付期間内に「7 問合せ・申込先(市町村の責任技術者担当課)」

のうち、住所地又は勤務している指定工事店の登録地の市町村責任技術者担当課に提出し、

申し込んでください。 

※郵送による申込及び沖縄県下水道協会事務局での申込はできませんので、
注意してください。 

 

(5) 試験受験手数料 

6,000 円(税込。沖縄県下水道協会は、インボイス発行事業者ではありません。) 
※一旦払い込んだ手数料は、試験中止の場合を除き返還できません。また、台風の接近

により試験日を延期した際の試験日に試験を受験しない場合も返還できません。 

※振替払込請求書兼受領証をもって領収書にかえ、領収書は発行しません。 

 

(6) 添付書類 

① 住民票抄本(提出日前 3か月以内に発行されたもの) 

② 受験資格を有することを証する書類(「(1) 受験資格者」参照) 

③ 写真 2 枚(縦 3.0cm×横 2.4cm。提出日前 3 か月以内に撮影した上半身脱帽(おおむね胸

から上)のカラー写真。用紙は写真用紙であること。2 枚とも同一の写真であること。写

真の裏面に氏名を記入すること。受験申請書及び受験票への貼付用。) 

④ 試験受験手数料振替払込請求書兼受領証又はその写し(受験申請書へ貼付） 

⑤ 指定工事店証の写し(勤務先が指定工事店の場合のみ) 

⑥ 通知用封筒(受験申込者の氏名・送付先住所を記入し、角 2 封筒(240mm×332mm)に郵便

基本料金 180 円分及び簡易書留料金 350 円分の切手を貼ること。 

⑦ 申込受付先が住所地の市町村ではなく、勤務している指定工事店の登録地の市町村の場

合は、次の勤務先を証する書類 

法人に勤務している場合(次のいずれかの書類) 

ア 健康保険証の写し（勤務先が記載していない場合は不可） 

イ 勤務証明書 

ウ その他勤務先を証する書類（雇用保険被保険者資格取得等確認通知書(被保険者

通知用）の写し、健康保険・厚生年金保険資格取得確認および標準報酬決定通知

書の写し等） 

個人業の事業主の場合(次のいずれかの書類) 

ア 開業届の写し(事業所名が記載されていること。) 

イ 税の申告書等の写し(事業所名が記載されていること。) 

ウ その他個人業の事業主を証する書類 

個人業に勤務している場合(次のいずれかの書類) 
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ア 青色事業専従者給与に関する届出書の写し 

イ 勤務証明書 

ウ その他勤務先を証する書類 

 

2 試験日時等 

 

(1) 試験日時、試験会場等 
 

試験日時 令和 7年 11 月 3 日(月曜日・祝日) 午後 2時～午後 4時 

受付時間 午後 0時 30 分～午後 1時 30 分 

試験会場 

沖縄県青年会館 

※別紙「試験会場の案内」参照 

※受付：2階 大ホール 

会場住所 〒900-0033 那覇市久米 2-15-23 

 

(2) 試験問題の形式 

試験問題は、公益社団法人日本下水道協会の試験問題を採用します。試験問題の形式は

次のとおりです。 

① 試験問題は、地域性を排除した全国共通的な内容です。 

② 試験問題の出題範囲は、下水道法令及び「下水道排水設備指針と解説」の項目です。 

③ 試験問題の出題設問数は、30 問です。 

④ 試験問題の出題形式は、択一式、穴埋め式、○×式を組み合わせたものです。 

⑤ 試験問題の解答方式は、マークシート方式です。 

⑥ 試験問題の満点は、100 点です。(法令：30 点、技術：70 点) 

⑦ 試験問題の合格基準は、総得点 70 点以上かつ法令・技術の各区分の得点率が 50％以

上の者です。 

【参考図書】(日本下水道協会発行) 

排水設備工事責任技術者講習用テキスト 

排水設備工事責任技術者試験標準問題集 

※購入に当たっては、公益社団法人日本下水道協会のホームページ「発行図書一覧」を

確認してください。 

 

URL：https://www.jswa.jp/publication/list/ 

 

(3) 試験時の注意 

試験当日は、受験票、筆記用具（B又は HB の鉛筆・シャープペンシル、プラスチック消

しゴム）、電卓を持参してください。関数計算機能付き電卓、携帯電話、スマートフォン、

腕時計型端末等は電卓として使用できません。 

なお、ソーラー式の電卓については、試験会場の照度との関係で正常に機能しない場合

がありますので注意してください。 

 

3 試験の合否発表 

 

試験の合否については、添付書類の角 2 封筒にて受験申込者本人宛に通知するとともに、

沖縄県下水道協会ホームページに掲載します(11 月下旬予定）。 

また、試験合格者には、合格の通知とともに、合格証及び登録の申請に係る書類も同封し
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ます。 

 

4 登録の申請手続 

 

(1) 登録の手続方法 

試験合格者のうち責任技術者の登録をしようとする者は、合格通知に記載された登録申

請受付期間内(12 月上旬～中旬予定)に、受験申請書を提出した市町村の責任技術者担当課

に下水道排水設備工事責任技術者登録申請書(以下「登録申請書」という。下記「(2) 添

付書類」を含む。)を提出し、登録の申請を行ってください。 

 

(2) 添付書類 

① 住民票抄本(提出日前 3か月以内に発行したもの) 

② 写真 2 枚(縦 3.0cm×横 2.4cm。提出日前 3 か月以内に撮影した上半身脱帽(おおむね胸

から上)のカラー写真。用紙は写真用紙であること。2 枚とも同一の写真であること。写

真の裏面に氏名を記入すること。背景については、無地及び均一の淡い色であり、顔及び

髪とのコントラストがはっきりしていること。また、被写体や背景に影が作られていない

こと。登録申請書貼付用及び責任技術者証作成用。) 

③ 登録手数料振替払込請求書兼受領証又はその写し(登録申請書へ貼付) 

④ 合格証の写し 

⑤ 指定工事店証の写し(勤務先が指定工事店の場合のみ) 

⑥ 責任技術者証送付用封筒(登録者の氏名・送付先住所を記入し、長 3封筒(120mm×235mm)

に郵便基本料金 110 円分及び簡易書留料金 350 円分の切手を貼ること。 

 

(3) 登録手数料 

4,000 円(税込。沖縄県下水道協会は、インボイス発行事業者ではありません。) 

※振替払込請求書兼受領証をもって領収書にかえ、領収書は発行しません。 
 

(4) 登録有効期間 

登録の有効期間は、5 年間です。ただし、令和 7 年度に受験し合格した者の有効期限は、

令和 12(2030)年 9 月 30 日までとなります。 

なお、有効期限後も登録を更新する場合は、登録更新の手続が必要となります。ただし、

登録更新手続時点において、次のいずれにも該当しない場合は登録更新手続ができませんの

で、現在の住所地又は勤務先を変更する場合は注意してください。 

① 住所地が沖縄県下水道協会会員市町村である。 

② 勤務している指定工事店の登録地が沖縄県下水道協会会員市町村である。 

 

5 試験日に台風が接近している場合の対応 

 

試験日に台風が接近している場合、次のとおり対応します。 

 

(1) 試験を実施できない場合のお知らせ 

試験を実施できないと沖縄県下水道協会が判断する場合は、試験日の午前 7時までに、次

の沖縄県下水道協会ホームページにてお知らせします。 

なお、試験当日に当協会ホームページを確認できない場合は、当協会事務局に電話にて問

い合わせてください。※電話番号：098-941-7850 

 

沖縄県下水道協会ホームページ URL：http://okisuikyo.org/ 
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(2) 試験を実施できない場合の試験日の延期 

当初の試験日に試験を実施できない場合は、試験日を延期して実施します。延期の場合の

試験日時、試験会場等の詳細については、(1)の当協会ホームページを確認してください。 

なお、当協会ホームページを確認できない場合は、市町村の下水道排水設備工事責任技術

者担当課(「7 問合せ・申込先(市町村の責任技術者担当課)」参照)に問い合わせてくださ

い。 

 

(3) 試験日を延期した場合の試験日の曜日 

試験日を延期した場合の試験日の曜日は、試験会場における他行事の予約状況から平日と

なる可能性があります。 

 

(4) 試験日を延期した場合の試験受験手数料 

台風の接近により試験日を延期した際の試験日に試験を受験しない場合、試験受験手数料

は返還できません。 

 

6 注意事項 ※必ずお読みください。 

 

(1) 試験合格後であっても、「1 試験の申込手続/(1) 受験資格者」に該当しないことが判

明した場合は、合格を取り消しますので受験資格を確認してください。 

 

(2) 試験日に台風が接近している場合がありますので、「5 試験日に台風が接近している場

合の対応」を確認してください。また、台風の影響による交通機関の遅延・欠航には注意

してください。 

 

(3) 一旦払い込んだ試験受験手数料は、試験中止の場合を除き返還できません。また、台風

の接近により試験日を延期した際の試験日に試験を受験しない場合も返還できません。 

 

(4) 郵送による申込及び沖縄県下水道協会事務局での申込はできません。住所地又は勤務し

ている指定工事店の登録地の市町村責任技術者担当課において申し込んでください。それ

以外の市町村責任技術者担当課では申込できません。 

 

(5) 受験申請書等に記入した内容を訂正する場合は、訂正箇所に二重線を引き、受験申請書

の氏名欄に押印している印鑑を押した上で訂正してください。なお、申込の際、記入内容

の訂正に備え、氏名欄に押印している印鑑を持参してください。 

例 住所を間違った場合 

那覇市おもろまち 2 丁目 2 番 2号 1 丁目１番１号 

 

(6) 払込受領証の日付が申込受付期間内であっても、申込受付期限を過ぎると受付できませ

ん。 

 

(7) 試験問題の持ち帰りはできません。試験問題を置いて試験会場から退出してください。 

 

(8) 試験合格者であっても、登録申請受付期間内(12 月上旬～中旬予定)に登録申請手続を行

わない場合は、登録の資格を失います。 

 印 
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7 問合せ・申込先(市町村の責任技術者担当課)￥  

地区名 市町村名 責任技術者担当課名 電話番号 

本島北部 

名護市 環境水道部工務課 0980-52-1962 

本部町 上下水道課 0980-47-5515 

恩納村 上下水道課 098-966-1190 

宜野座村 上下水道課 098-968-5136 

金武町 上下水道課 098-968-3950 

伊江村 農林水産課 0980-49-3161 

本島中部 

うるま市 水道部下水道課 098-973-7977 

宜野湾市 上下水道局業務サービス課 098-892-5733 

浦添市 上下水道部工務課 098-877-8462 

沖縄市 上下水道局下水道課 098-921-3125 

読谷村 上下水道部上下水道課 098-982-9200 

嘉手納町 上下水道課 098-956-1111 

北谷町 上下水道部上下水道課 098-982-7713 

北中城村 上下水道課 098-935-2270 

中城村 上下水道課 098-895-5280 

西原町 建設部上下水道課 098-945-4934 

本島南部 

那覇市 上下水道局料金サービス課 098-941-7810 

糸満市 水道部工務課 098-840-8145 

豊見城市 上下水道部下水道課 098-850-8164 

南城市 下水道課 098-917-5349 

与那原町 上下水道課 098-945-3017 

南風原町 経済建設部区画下水道課 098-889-2508 

八重瀬町 経済建設部土木建設課 098-998-1123 

渡嘉敷村 観光産業課 098-987-2323 

座間味村 産業振興課 098-987-2312 

宮古 宮古島市 環境衛生局下水道課 0980-75-5121 

八重山 
石垣市 建設部下水道課 0980-82-1537 

竹富町 上下水道課 0980-83-3732 

久米島 久米島町 上下水道課 098-985-2066 

※ 住所地又は勤務している指定工事店の登録地の市町村責任技術者担当課にて申請してく

ださい。 
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実務経験の証明について 

1 勤務の状況による実務経験証明願欄の証明者及び添付書類は、下表のとおりです。 

2 受験資格の実務経験期間については、現在の実務経験期間と以前の実務経験期間を通算するこ

とができます。 

3 現在の勤務先での実務経験期間以外に、以前勤務していた会社等の実務経験期間も含めて証明

する場合は、受験申請書の裏面に現在及び以前の勤務先等を記入し、現在の勤務先の代表者に

実務経験期間の証明を依頼してください。この場合、現在の勤務先の代表者に、以前の勤務先、

勤務内容及び実務経験期間について十分説明してください。 

勤務の状況 

実務経験

証明願欄

の証明者 

添付書類 

1 現在の勤務先が指定工

事店であり、その勤務先が

実務経験を証明する場合 

法人 代表者 

①指定工事店証の写し ②受験申込者が勤

務していることを証する書類(健康保険証

の写し、勤務証明書等) 

個人業 事業主 

①指定工事店証の写し ②受験申込者が勤

務していることを証する書類(青色事業専

従者給与に関する届出書の写し、勤務証明

書等) 

2 現在の勤務先が指定工

事店以外であり、その勤務

先が実務経験を証明する

場合 

法人 代表者 

①法人の事業目的を証する書類(定款の写

し等) ②受験申込者が勤務していること

を証する書類(健康保険証の写し、勤務証明

書等) 

個人業 事業主 

①個人の事業目的を証する書類(開業届等) 

②受験申込者が勤務していることを証す

る書類(青色事業専従者給与に関する届出

書の写し、勤務証明書等) 

3 以前の勤務先が指定工

事店であり、その勤務先が

実務経験を証明する場合 

法人 代表者 

①指定工事店証の写し ②受験申込者が勤

務していたことを証する書類(勤務証明書

等) 

個人業 事業主 

①指定工事店証の写し ②受験申込者が勤

務していたことを証する書類(青色事業専

従者給与に関する届出書の写し、勤務証明

書等) 

4 以前の勤務先が指定工

事店以外であり、その勤務

先が実務経験を証明する

場合 

法人 代表者 

①法人の事業目的を証する書類(定款の写

し等) ②受験申込者が勤務していたこと

を証する書類(勤務証明書等) 

個人業 事業主 

①個人の事業目的を証する書類(開業届等)

②受験申込者が勤務していたことを証する

書類(青色事業専従者給与に関する届出書

の写し、勤務証明書等) 

5 「1 試験の申込手続/(1) 受験資

格者」②③の排水設備工事等の設計

又は施工、⑤⑥の農業集落排水施設

等の工事の設計又は施工に関する公

務に従事している、又は従事してい

た場合 

従事してい

る場合：現

在の所属長 

従事してい

た場合：以

前の所属長 

受験申込者が当該公務に従事している、又

は従事していたことを証する書類 

※「健康保険証の写し」について：勤務先が記載していない場合、健康保険加入期間が所定の実

務経験期間を満たさない場合は、「勤務証明書等」を提出してください。 
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試験会場の案内 
 
試験日時 令和 7年 11 月 3 日(月曜日・祝日) 午後 2時～午後 4 時 

受付時間 午後 0時 30 分～午後 1時 30分 

試験会場 沖縄県青年会館 受付：2 階 大ホール 

会場住所 〒900-0033 那覇市久米 2-15-23 

※試験会場駐車場の収容台数に限りがありますので、公共交通機関の利用に協力してください。なお、

交通用具を利用する際は、試験会場駐車場に駐車できない場合に備え、事前に試験会場周辺有料駐車場

を確認してください。 

 

 

沖縄県青年会館 

受付：2 階 大ホール 

電子地形図(国土地理院)を加工して作成 

那覇市役所 

那覇商業高等学校 

上山中学校 

天妃小学校 

那覇商工会議所 

沖縄県青年会館前面画像 

福州園 
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受
験

申
請

書
表

面
【

記
入

例
】

受
付

印

※
年

月
日

の
記

入
は

原
則

元
号

と
す
る

。

〒
9
0
0
－

0
0
0
6

〇
年

〇
月

撮
影

最
終

学
歴

最
終

学
校

名
在

学
期

間
（

卒
業

・
中

退
）

〒
9
0
0
－

0
0
0
6

電
話

番
号

０
９

８
－

９
４

１
－

７
８

✕
✕

勤
務

先
名

勤
務

内
容

実
務

経
験

期
間

（
年

ヶ
月

数
）

上
記

の
者

は
、

排
水

設
備

工
事

に
関

し
、

実
務

経
験

を
有

す
る

こ
と

を
証

明
し

ま
す

。

〇
年

〇
月

〇
日

排
水

設
備

株
式

会
社

代
表

取
締

役
　

排
水

　
太

郎
□

住
民
票

抄
本

(
提

出
日
前

３
ヶ

月
以

内
に

発
行

し
た

も
の

)
記

入
上

の
注

意
事

項
□

受
験
資

格
を

有
す

る
こ

と
を

証
す

る
書

類
□

要
綱
第

一
号

①
　

記
載
事

項
に

不
正

が
あ

る
場

合
は

、
試

験
が

無
効

に
な

り
ま

す
。

＊
□

写
真
（

縦
3
.
0
c
m
×

横
2
.
4
c
m
、

提
出
日

前
３

ヶ
月

以
内

に
撮

影
し

た
「

受
験
申

請
書

(
第

1
号
様

式
)
裏

面
」

実
務

経
験

証
明

欄
及

び
「

受
験

申
請

書
(
第

1
号

様
式

)
表

面
」

の
実

務
経

験
(
勤
務

先
名

、
勤

務
内

容
、

実
務
経

験
期

間
(
年
ヶ
月

数
)
)
欄

の
記

入
事

項
を
訂

正
す

る
場
合

は
、

訂
正
箇

所
に

二
重
線

を
引

き
、
受

験
申

込
者
及

び
実

務
経
験

証
明

願
欄
の

証
明

者
の
印

鑑
を

押
し
て

く
だ

さ
い

。
要

綱
第
７

条
□

要
綱
第

二
号

②
　

＊
欄
は

、
記

入
し

な
い

で
下

さ
い

。

添
　

上
半
身

脱
帽

の
カ

ラ
ー

写
真

）
第

１
項

□
要

綱
第

三
号

③
　

記
入
は

、
黒

ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ
ﾍ
ﾟ
ﾝ
を
用

い
、

数
字

は
算

用
数

字
で

書
き

該
当

す
る

付
□

試
験
受

験
手

数
料

払
込

金
受

領
証

又
は

そ
の

写
し

□
要

綱
第

四
号

　
　

項
目
は

、
○

で
囲

ん
で

下
さ

い
。

書
□

指
定
工

事
店

証
の

写
し

（
勤

務
先

が
指

定
工

事
店

の
場

合
の

み
）

□
要

領
第

一
号

④
　

実
務
経

験
期

間
が

不
足

の
場

合
は

、
裏

面
の

実
務

経
験

証
明

欄
に

類
□

通
知
用

封
筒

（
受

験
申

請
者

の
氏

名
、

送
付

先
住

所
を

記
入

し
、

要
領

第
２

条
□

要
領
第

二
号

　
　

記
入
し

て
下

さ
い

。

　
郵

便
基

本
料

金
及

び
簡

易
書

留
の

加
算

料
金

に
係

る
切

手
を

貼
る

こ
と

。
）

第
３

項
□

要
領
第

三
号

⑤
　

受
験
資

格
が

学
歴

の
場

合
、

最
終

学
歴

を
記

入
し

、
卒

業
証

明
書

■

□
要

領
第

四
号

　
　

■
■
を

添
付

し
て

下
さ

い
。

⑥
　

年
月
日

の
記

入
は

原
則

元
号

と
す

る
。

裏
面

に
氏

名
を

記
入

し
こ

の
欄

に
貼

る

生
年

月
日

平
成

〇
年

〇
月

〇
日

ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ

ゲ
ス

イ
ド

ウ
　

キ
ョ

ウ
タ

氏
　

名
下

水
道

　
協

太
 
印

下
水

道
排

水
設

備
工

事
責

任
技

術
者

試
験

受
験

申
請

書

　
沖

縄
県

下
水

道
協

会
下

水
道

排
水

設
備

工
事

責
任

技
術

者
試

験
を

受
験

し
た

い
の

で
、

関
係

書
類

を
添

え
て

、
下

記
の

と
お

り
申

請
し

ま
す

。

 ※
各

市
町

村
の

指
定

店
登

録
に

あ
た

り
、

成
年

被
後

見
人

又
は

破
産

者
に

か
か

る
制

約
が

付
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

事
前

に
登

録
予

定
の

市
町

村
へ

ご
確

認
下

さ
い

。

沖
縄

県
下

水
道

協
会

会
長

　
宛

 
　

 
 
 
　

 
 
 
 
 
〇

年
 
〇

月
〇

日
＊

受
験
番

号
写

　
真

縦
3
.
0
c
m
×

横
2
.
4
c
m

現
住

所
那

覇
市

お
も

ろ
ま

ち
1
丁

目
1
番

1
号

　
下

水
道

マ
ン

シ
ョ

ン
3
0
3

電
話

番
号

０
９

８
－

９
４

１
－

７
８

４
９

学
　

歴
高

等
学

校
沖

縄
県

立
　

〇
〇

高
等

学
校

3
年

間

ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ

ハ
イ

ス
イ

セ
ツ

ビ
カ

ブ
シ

キ
ガ

イ
シ

ャ

指
定

店
・

指
定

店
外

勤
務

先
排

水
設

備
株

式
会

社

勤
務

先
住

所

＊
該

当
資

格
欄

（
郵

便
振

込
受

領
証

）

受
領

証
糊

付
け

欄

排
水

設
備

株
式

会
社

等
排

水
設

備
工

事
の

施
工

等
２

年
４

ヶ
月

※
試

験
受

験
手

数
料

払
込

金
那

覇
市

お
も

ろ
ま

ち
3
丁

目
3
番

3
号

実
務

経
験

実
務

経
験

証
明

願
印

■
勤

務
先

代
表

者
名

３
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
･上
半
身
脱
帽

の
カ
ラ
ー
写
真

那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち

1-
1-

1
下
水
道
マ
ン
シ
ョ
ン

30
3

下
水
道
協
太

記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

受
験
申
請
書
裏
面
の
「
実
務
経
験
証
明

欄
」
に
複
数
の
勤
務
先
名
及
び
勤
務
内

容
を
記
入
し
て
い
る
場
合
は
、
○
○
○

等
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
請
書
裏
面
の
「
実
務
経
験
証
明

欄
/
在
職
期
間
(
年
ヶ
月
数
)
/合
計
」

の
期
間
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

５

下 水 道

下 水 道

排
水
設
備

株
式
会
社

代
表
者
の
印

排
水
設
備

株
式
会
社

代
表
者
の
印

・
受
験
申
請
書
表
面
の
「
実
務
経
験
欄
及
び
実
務
経
験

証
明
願
欄
」
並
び
に
受
験
申
請
書
裏
面
の
「
実
務
経
験

証
明
欄
」
の
記
入
事
項
を
訂
正
す
る
場
合
は
、
訂
正
箇

所
に
二
重
線
を
引
き
、
氏
名
欄
に
押
印
し
て
い
る
印
鑑

及
び
実
務
経
験
証
明
願
欄
の
証
明
者
の
印
鑑
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。

・
上
記
欄
以
外
は
、
氏
名
欄
に
押
印
し
て
い
る
印
鑑
の

み
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

５
０

下 水 道

実
務
経
験
証
明
願
欄
の
証
明
者
の
印
鑑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
法
人
勤
務
の
場
合

法
人
の
代
表
者
の
印
鑑
。
一
般
的
に
丸
印
と
呼
ば
れ
る
印
鑑
で
す
。
法
人
の
代
表
者

の
個
人
の
印
鑑
、
会
社
印
(
角
印
)
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
個
人
業
事
業
主
又
は
個
人
業
勤
務
の
場
合
(次
の
い
ず
れ
か
の
印
鑑
)

①
代
表
者
個
人
の
印
鑑

②
個
人
業
屋
号
の
印
鑑
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受
験

申
請

書
裏

面
【

記
入

例
】

実
 
務

 
経

 
験

 
証

 
明

 
欄

実 　 務 　 経 　 験

勤
務

先
名

勤
務

内
容

在
職

期
間

（
　

年
　

ヶ
月

数
）

排
水

設
備

株
式

会
社

排
水

設
備

工
事

の
施

工
令

和
２
年

１
２

月
　
～

　
令

和
３
年

７
月

（
　
　

０
年

　
８
ヶ

月
）

株
式

会
社

下
水

道
設

計
下

水
道

工
事

の
設

計
　

令
和
元

年
４

月
　
～

　
令

和
２
年

１
１

月
（
　

　
１

年
８
ヶ

月
）

合
計

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
２

年
４
ヶ

月
）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

　
　

年
　

　
　

月
　
～

　
　

　
年
　

　
　

月
（
　

　
　

年
　
　

ヶ
月

）

必
要
な
実
務
経
験
期
間
分
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

在
職
期
間
(
実
務
経
験
期
間
)
欄
に
は
、
「

年
月
～

年
月
(
年

ヶ
月
)
」
を

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
勤
務
先
の
実
務
経
験
期
間
の
み
を
実
務
経
験
期
間
と
す
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
必
要
な
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

在
職
期
間
(
実
務
経
験
期
間
)
の
合
計
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。実
務
経
験
期
間
の
こ
と
で
す
。
排
水
設
備
工

事
等
の
設
計
又
は
施
工
以
外
の
実
務
経
験
の

場
合
は
、
在
職
期
間
に
含
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
在
職
期
間
(
実
務
経
験
期
間
)
か
ら
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

３
９ ５

下 水 道

下 水 道 下 水 道

排
水
設
備

株
式
会
社

代
表
者
の
印

受
験
申
請
書
裏
面
の
「
実
務
経
験
証
明
欄
」
並
び
に
受
験
申
請
書
表
面
の
「
実

務
経
験
欄
及
び
実
務
経
験
証
明
願
欄
」
の
記
入
事
項
を
訂
正
す
る
場
合
は
、
訂

正
箇
所
に
二
重
線
を
引
き
、
受
験
申
請
書
表
面
の
氏
名
欄
に
押
印
し
て
い
る
印

鑑
及
び
実
務
経
験
証
明
願
欄
の
証
明
者
の
印
鑑
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備

株
式
会
社

代
表
者
の
印

排
水
設
備

株
式
会
社

代
表
者
の
印
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受験票【記入例】

　受付印

フリガナ

※年月日の記入は原則元号とする。

注 意 事 項

１．＊欄は記入しないで下さい。

２．会場への入場は、試験開始の２０分前迄にお願いします。

３．この受験票は必ず持参し、試験会場の受付で提示し係員の指示に従って下さい。持参されてない場合、

   会場への入場ができないことがあります。なお、紛失等した場合は、試験日の前日（土・日・祝祭の時はその前日）

   午後５時迄に、協会事務局にてご本人が再発行手続きして下さい。また、試験日直前の紛失等は、当日早めに受付

   へ申し出て再発行手続きを行って下さい。   

４．試験会場内では、この受験票を机上の右側に置いて下さい。

払込取扱票【記入例】

下 水 道 排 水 設 備 工 事 責 任 技 術 者 受 験 票

＊受験番号
写　真

縦3.0cm×横2.4cm

ゲスイドウ　キョウタ カラー写真）裏面に氏名

※払込受領証の日付が受付期間内であっても、受付期限を過ぎると受付できません。
※一旦払い込んだ手数料は、試験中止の場合を除き返還できません。また、台風の接近により試験日
を延期した際の試験日に試験を受験しない場合も返還できません。

５. 年月日の記入は原則元号とする。

沖 縄 県 下 水 道 協 会 長

電話：０９８－９４１－７８５０

氏　　名 下水道　協太
を記入しこの欄に貼る。

生年月日 平成〇年〇月〇日
〇年〇月撮影

記入しないでください。

受験申請書と同一の

写真を貼ってくださ

い。
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